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函
館
山
麓
か
ら
港
に
至
る
函
館
の

旧
市
街
・
西
部
地
区
に
、
旧
函
館
区

公
会
堂
を
は
じ
め
と
す
る
国
指
定
重

要
文
化
財
の
建
物
と
並
ん
で
、
歴
史

的
町
並
み
を
築
き
上
げ
た
市
井
の
人

び
と
の
建
物
が
あ
る
。「
上
下
和
洋

折
衷
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
建
築
様

式
を
持
つ
住
宅
や
店
舗
で
あ
る
。

　

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
に
建
て

ら
れ
た
小
森
家
住
宅
店
舗
も
そ
の
一

つ
。
西
部
地
区
の
建
物
は
１
９
０
７

（
明
治
40
）
年
の
大
火
で
ほ
と
ん
ど

が
灰
と
化
し
た
が
、
現
在
「
弁
天
町
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
一
画
だ
け
が
火
災

を
免
れ
た
。
家
主
の
田
中
仙
太
郎
は
、

海
産
商
を
営
み
な
が
ら
奥
の
２
階
を

貸
間
と
し
て
い
た
と
い
う
。
貸
間
を

有
し
た
店
舗
付
き
住
宅
は
希
で
あ
る
。

　

１
階
は
大
き
な
船
具
も
搬
出
入
で

き
る
「
和
風
荒
間
硝
子
入
り
格
子
引

戸
」
の
店
構
え
。
店
内
か
ら
は
格
子

越
し
に
、
通
り
を
行
き
か
う
人
の
姿

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

玄
関
向
か
っ
て
右
側
の
戸
袋
に
雨
戸

を
納
め
、
左
側
は
帳
場
。
商
談
は
帳

場
か
ら
階
段
を
上
っ
た
２
階
の
和
室

で
行
っ
た
。
２
階
の
洋
風
縦
長
開
き

窓
は
港
を
向
い
て
い
る
。
商
談
の
客

は
、
和
室
に
洋
風
窓
と
い
う
時
代
を

先
取
り
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
目
を
見

張
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

風
待
ち
の
港
か
ら

　

火
災
の
多
い
町
ゆ
え
か
、
屋
根
は

瓦
屋
根
。
重
た
げ
な
屋
根
の
軒
は
、

仕
事
を
通
し
て
田
中
の
商
店
と
取
引

が
あ
っ
た
ら
し
い
。
吉
見
夫
婦
は
１

階
で
暮
ら
し
、
２
階
で
は
引
き
続
き

貸
間
を
営
ん
だ
。
そ
こ
で
暮
ら
し
た

中
に
小
森
圭
一
が
い
た
。

　

小
森
家
は
岩
手
県
二
戸
市
北
福
岡

の
出
で
あ
る
。
圭
一
の
父
明
七
は
函

館
へ
移
住
し
て
漁
業
資
材
の
販
売
会

社
に
勤
め
た
。
住
ま
い
は
現
在
の
堀

川
町
。
そ
の
後
宝
来
町
で
「
海
龍
」

と
い
う
旅
館
を
営
み
、
更
に
弁
天
町

付
近
で
「
西
浜
旅
館
」
を
開
業
し
た
。

息
子
圭
一
は
父
を
追
っ
て
函
館
に
渡

り
、
時
計
店
で
働
い
た
。
や
が
て
弁

天
町
の
建
物
を
吉
見
海
事
工
業
か
ら

借
り
て
漁
業
資
材
や
漁
網
の
販
売
を

始
め
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
、

小
森
家
は
こ
の
建
物
を
買
い
取
っ

た
。
そ
の
２
年
後
、
10
年
間
の
空
白

を
経
て
北
洋
漁
業
が
再
開
さ
れ
、
函

館
の
町
は
再
び
漁
業
関
係
者
で
に
ぎ

わ
い
始
め
る
。

　

19
才
の
田
村
キ
ヨ
が
、
二
戸
か
ら

函
館
の
小
森
家
へ
嫁
い
だ
の
は
翌
53

年
の
こ
と
で
あ
る
。

空
き
部
屋
を
貸
間
に

  「
忙
し
く
て
忙
し
く
て
、
休
み
な
く

夜
遅
く
ま
で
働
き
ま
し
た
。
海
の
そ

ば
な
の
で
、
上
陸
し
た
船
員
が
頻
繁

に
店
に
来
ま
し
て
ね
」
と
キ
ヨ
は
往

時
の
活
況
を
振
り
返
る
。
小
森
夫
婦

は
１
階
で
生
活
し
、
２
階
は
元
の
所

有
者
の
吉
見
夫
婦
。
戦
後
の
住
宅
難

の
時
期
で
あ
り
、
小
森
家
も
ま
た
空

き
部
屋
を
貸
間
と
し
た
。

　

北
洋
に
独
航
船
が
出
航
す
る
時

期
、
店
の
前
の
通
り
は
食
材
や
生
活

必
需
品
、
作
業
資
材
な
ど
を
扱
う
出

店
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ん
だ
。
小
森
家

も
引
戸
を
開
け
放
っ
て
客
を
迎
え
入

れ
、
隣
の
布
団
店
「
わ
た
や
」
は
布

団
の
打
ち
直
し
に
来
る
船
員
が
引
き

も
切
ら
ず
。
戦
災
で
沈
滞
し
た
函
館

の
ま
ち
は
、
戦
前
の
北
洋
漁
業
の
最

盛
期
を
上
回
る
ほ
ど
に
活
気
を
取
り

戻
し
た
。
雑
貨
屋
、
小
さ
な
飲
み
屋
、

銭
湯
な
ど
の
店
が
立
ち
並
び
、
路
地

に
は
長
屋
が
造
ら
れ
、
前
浜
に
は
釣

り
を
し
て
遊
ぶ
子
供
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

や
が
て
日
ソ
漁
業
交
渉
が
そ
の
熱

気
を
冷
ま
し
、
北
洋
漁
業
は
終
焉
を

迎
え
、
西
部
地
区
の
町
並
み
の
歴
史

の
針
は
止
ま
る
。
高
度
経
済
成
長
、

そ
し
て
バ
ブ
ル
経
済
の
時
期
も
、
上

下
和
洋
折
衷
様
式
の
小
森
家
住
宅
店

舗
は
そ
の
ま
ま
残
り
続
け
た
。
現
在

は
古
い
船
の
道
具
を
扱
う
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
羅
針

盤
や
霧
笛
、
舵
輪
な
ど
が
ひ
っ
そ
り

と
佇
ん
で
い
る
。（
敬
称
略
）

雲
形
の
持
ち
送
り
や
軒
蛇
腹
の
シ
ン

プ
ル
な
小
壁
で
軽
や
か
な
表
情
に
な

る
。

　

田
中
仙
太
郎
は
日
本
海
に
面
し
た

兵
庫
県
美
方
郡
諸
寄
（
も
ろ
よ
せ
）

の
出
身
。
露
領
・
北
洋
漁
業
で
好
景

気
に
沸
く
港
町
函
館
の
活
気
に
ひ
か

れ
て
渡
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。
諸
寄

は
岬
が
ぐ
る
り
と
内
湾
を
抱
え
、
江

戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
北
前
船

の
「
風
待
ち
港
」
と
し
で
栄
え
た
港

町
だ
。
亡
く
な
っ
た
船
乗
り
を
供
養

し
た
寺
が
港
を
見
下
ろ
し
、
あ
ら
ゆ

る
路
地
は
港
へ
と
ま
っ
す
ぐ
つ
な
が

る
。
そ
ん
な
故
郷
に
よ
く
似
た
函
館

の
一
角
に
、
田
中
は
土
地
を
購
入
し

た
の
だ
っ
た
。

　

当
時
の
函
館
市
は
人
口
８
万
人

余
。
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
に
太

平
洋
戦
争
開
戦
で
中
止
さ
れ
る
ま

で
、
露
領
・
北
洋
漁
業
の
一
大
出
漁

基
地
で
あ
っ
た
。

  「
田
中
仙
太
郎
商
店
」
は
戦
時
中
の

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、
海
事
工

事
を
営
む
「
吉
見
海
事
工
業
」
に
変

わ
っ
た
。
所
有
者
の
吉
見
与
次
郎
は
、

は
こ
だ
て

た
て
もの
が
た
り　

【
ひ
と
・
ま
ち
・
坂
の
記
憶
】

北
洋
の
活
気
伝
え
て
／
小
森
家
住
宅
店
舗
（
函
館
市
弁
天
町
）

函館独特の「上下和洋折衷様式」の小森家住宅
店舗。店の前の人物の右が小森キヨさん

※
こ
の
連
載
は
、
N
P
O
法
人
は
こ
だ
て
街
な
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
、
函
館
市
西
部
地

区
の
歴
史
的
景
観
を
織
り
な
す
民
間
建
築
を
紹
介

す
る
企
画
で
す
。

建築年／ 1901（明治 34）年
構　造／木造２階建て　
延べ面積／ 275.1 ㎡
様　式／上下和洋折衷様式、寄棟瓦葺き屋根、
下見板張り外壁
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内
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／
N
P
O
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こ
だ
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な
か
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
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